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おいしく、安全な「水」とともに暮らせる贅沢

水に感謝を　星に願いを

岡垣の水に辿り着く

コンパクト・プラス・ネットワーク

みんなの活動拠点　岡垣サンリーアイ

Slow Life Report‐このまちで暮らして‐

みんなでつながる　お互いさまの地域づくり

大地と海流のやさしい恵み

子どもたちと一緒に体験してみよう！

Enjoy Cycling Along The Seaside～海沿いのサイクリングを楽しもう！～

風を感じる　波と遊ぶ　極上の海時間

フルーツライド・BREWERY BUS TOUR
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冷たいシャワーを浴びて、今日は何をしようか？
サーフボードを片手に歩きながら考えるけど、結論は急がない。

サイクリング？スイーツ巡り？それともお酒を楽しもうかな?

あわてなくていい。ゆっくり、ゆっくり。

できないことは、明日の楽しみに生まれ変わる毎日。
そんな生活がここにあります。
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お
い
し
く
、安
全
な
水
道
水

　
岡
垣
町
の
水
道
水
は
、約
85
㌫
を
地

下
水
で
ま
か
な
っ
て
お
り
、水
質
は
カ
ル

シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
た
っ
ぷ
り
と

含
ん
だ
硬
水
で
す
。厚
生
労
働
省
の「
お

い
し
い
水
の
要
件
」を
ほ
ぼ
満
た
し
て
い

る
安
全
で
安
心
な
お
い
し
い
水
で
す
。

　
こ
の
水
を
守
っ
て
い
く
た

め
、森
林
保
全
活
動
や
清
掃

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、全
国
で
も
珍
し
い「
地
下

水
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た（
令
和
６

年
７
月
１
日
施
行
）。

水
を
育
む
森
林
の

保
全
活
動

　
岡
垣
町
の
水
道
水
は
、孔

大
寺
山
系
な
ど
の
山
々
が
涵

養
す
る
地
下
水
が
水
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の

研
究
に
よ
り
岡
垣
町
の
地
下

水
は
、100
年
以
上
前
の
雨
か

ら
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
水
を
育
む
森
林
の

保
全
を
図
る
た
め
、荒
廃
森

林
整
備
事
業
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
竹
林
伐
採
活
動
な

ど
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら「
水
」を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と

　
岡
垣
町
の
各
小
学
校
で
は
、郷

土
の
自
然
に
接
し
て
学
び
、ま
た
環

境
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら

う
た
め
、矢
矧
川
や
汐
入
川
な
ど

で
水
質
調
査
や
水
生
生
物
調
査
な

ど
の
野
外
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

矢
矧
川
の
清
掃

　
矢
矧
川
は
町
を
南
北
に
流
れ
、

市
街
地
を
通
過
し
て
三
里
松
原
で

響
灘
に
注
ぐ
全
長
14
㌔
㍍
の
二
級

河
川
で
す
。平
成
10
年
か
ら
、河
川

愛
護
団
体
・
地
域
住
民
・
行
政
が
協

働
で
河
川
の
一
斉
清
掃
な
ど
の
、河

川
愛
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
河
川
敷
な
ど
の
ご
み
が
な
く
な

る
こ
と
で
、き
れ
い
に
な
っ
た
矢
矧

川
に
は
、多
く
の
淡
水
魚
が
見
ら
れ

ま
す
。

地
下
水
の
魅
力
を
伝
え
る

　
地
下
水
を
ボ
ト
ル
に
詰
め
て
、イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
多
く
の
人
に
岡
垣
町
の
地

下
水
の
お
い
し
さ
や
、水
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
豊
か
な
暮
ら
し
を
伝
え
て
い

ま
す
。

おいしく、安全な「水」と
　　　ともに暮らせる贅沢

水辺の環境学習
各小学校で水に触れる学習を行う。写真は矢矧川で行われた海老津小学校4年生の活動の様子。
駅のすぐそばでこのような学習ができることも岡垣町の魅力のひとつ。
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水
を
敬
い
、海
を
敬
い

　
髙
倉
神
社
の
祭
神
は「
水
神
」

と
さ
れ
、「
海
神
」の
使
い
と
し
て

大
切
に
さ
れ
て
き
た
ウ
ミ
ガ
メ
は

三
里
松
原
海
岸
で
の
上
陸
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、岡
垣
町
に
は「
海
老
津
」

や「
松
原
」「
内
浦
」「
三
吉（
葦
）」

「
波
津
」な
ど
入
り
江
や
港
・
船
着

き
場
な
ど
海
に
ま
つ
わ
る
地
名
も

多
い
こ
と
も
、水
に
縁
が
あ
る
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

電
車
を
降
り
て
１
分
！

「
ホ
タ
ル
鑑
賞
」

　
町
内
で
は
、初
夏
に
清
流
に
集

ま
る
数
多
く
の
ホ
タ
ル
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
の
す
ぐ
下
を
流

れ
る
矢
矧
川
で
は
、電
車
を
降
り

て
１
分
以
内
に
ホ
タ
ル
の
鑑
賞
が

で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
、

町
の
魅
力
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。毎
年
５
月
に
開
催
さ
れ
て

い
る「
え
び
つ
ほ
た
る
の
夕
べ（
ほ

た
る
鑑
賞
会
）」は
、町
内
外
か
ら

多
く
の
方
々
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、髙
倉
神
社
の
側
を
流
れ

る
汐
入
川
で
は
、神
社
の
傍
ら
に

き
れ
い
な
光
を
放
つ
多
く
の
ホ
タ

ル
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

北
斗
の
水
く
み

（
波
津
海
岸
）

　
岡
垣
町
の
海
岸
で
は
、ひ
し
ゃ

く
状
の
北
斗
七
星
が
あ
た
か
も
水

平
線
の
水
を
く
ん
で
い
る
よ
う
な

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
光
景
は「
北
斗
の
水
く
み
」

と
い
い
、北
緯
33
度
か
ら
34
度
に

位
置
し
、北
に
水
平
線
が
あ
る
場

所
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、岡

垣
町
の
海
岸
は
そ
の
条
件
に
か

な
っ
た
、世
界
で
も
数
少
な
い
観

望
ポ
イ
ン
ト
で
す
。観
望
に
お
す
す

め
の
時
期
は
９
月
か
ら
11
月
ご
ろ

で
す
。

　
令
和
５
年
〜
６
年
度
に
は

「
北
斗
七
星
」を
キ
ー
に
、ス
マ
ホ

ゲ
ー
ム「
北
斗
の
拳 LEG

EN
D
S 

ReVIVE

」と
の
コ
ラ
ボ
企
画
を
実

施
。北
斗
の
拳
フ
ァ
ン
を
は
じ
め
、

多
く
の
人
が
岡
垣
町
を
訪
れ
ま

し
た
。

「
う
み
が
め
」が

か
え
っ
て
く
る

三
里
松
原
海
岸

（
海
が
め
も
か
え
る
町
）

　
長
い
海
岸
線
を
有
す
る
岡
垣
町

で
は
、古
く
か
ら
う
み
が
め
の
上
陸

が
確
認
さ
れ
、平
成
４
年
に
、初
め

て「
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
」の
産
卵
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

　
以
後
は
、う
み
が
め
調
査
を
開

始
し
、こ
れ
ま
で
多
く
の
産
卵
・
ふ

化
を
確
認
し
て
い
ま
す
。う
み
が
め

の
生
息
は
、海
辺
の
環
境
の
指
標

と
も
い
わ
れ
て
お
り
、町
民
・
事
業

者
と
行
政
が
協
働
で「
ラ
ブ
ア
ー

ス
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」の
活
動
を

通
じ
て
海
岸
の
環
境
を
守
っ
て
い

ま
す
。

　
近
年
、環
境
等
の
変
化
か
ら
か
、

平
成
27
年
以
降
確
認
が
途
絶
え

て
い
ま
し
た
。し
か
し
、令
和
５
年

６
月
に
、８
年
ぶ
り
の
上
陸（
通
算

20
回
目
）を
確
認
し
て
い
ま
す
。

髙倉神社髙倉神社アカウミガメ

清
ら
か
な
水
を
求
め
る
「
ホ
タ
ル
」
の

鑑
賞
が
で
き
る
こ
と
は
岡
垣
町
の
魅
力
の
ひ
と
つ
。

写
真
は
髙
倉
神
社
の
側
を
流
れ
る
汐
入
川
で
舞
う
様
子
で
す
。

水
に
感
謝
を

星
の
柄
杓
（
ひ
し
ゃ
く
）
が
、

海
の
水
を
く
ん
で
い
く
か
の
よ
う
な
動
き
を
見
せ
る

「
北
斗
の
水
く
み
」
。

回
り
に
は
流
れ
星
も
。
そ
の
一
瞬
に
願
い
を
込
め
ま
す
。

星
に
願
い
を
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水
を
敬
い
、海
を
敬
い

　
髙
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神
」
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れ
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て

大
切
に
さ
れ
て
き
た
ウ
ミ
ガ
メ
は

三
里
松
原
海
岸
で
の
上
陸
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
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葦
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多
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も
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縁
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こ
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。
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「
ホ
タ
ル
鑑
賞
」
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は
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ホ
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こ
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Ｊ
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催
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。
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光
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タ
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岸
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岡
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岸
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水
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な
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。
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岸
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。
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６
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拳 LEG

EN
D
S 

ReVIVE
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企
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岡
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。
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岸
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岸
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わ
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岸
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。
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岡垣びわ酒本格焼酎「岡垣」

岡
垣
の

   
水
に
辿
り
着
く

岡
垣
の

   
水
に
辿
り
着
く

岡垣町には、100年の歳月に磨かれた地下水があり、良質の水を求めて町外から
酒造所やビール醸造所などが続 と々立地しています。
岡垣町には、100年の歳月に磨かれた地下水があり、良質の水を求めて町外から
酒造所やビール醸造所などが続 と々立地しています。

酒
質
の
向
上
と
清
純
な

仕
込
み
水
を
求
め
て

　
岡
垣
町
の
水
に
関
す
る
逸
話
が
、臨
済
宗
大
徳
寺
派
福
聚
山
海

蔵
寺
の「
孝
子
助
六
の
碑
」に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。助
六
は
、境
内
の

鶯
乃
井
の
水
を
使
っ
て
生
活
し
て
い
た
と
こ
ろ
、母
親
は
102
歳
、助

六
自
身
も
96
歳
ま
で
生
き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。地
下
水
に

恵
ま
れ
た
岡
垣
町
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　
こ
の
お
寺
の
隣
接
す
る
地
に
、七
曜
酒
造
が
あ
り
ま
す
。

　
七
曜
酒
造
は
安
政
元
年（
１
８
５
４
）に
、現
在
の
み
や
ま
市
瀬

高
で「
星
隈
酒
造
」と
し
て
創
業
し
ま
し
た
。伝
統
を
守
り
な
が
ら

も
、さ
ら
に
理
想
の
酒
造
り
を
行
う
た
め
、令
和
４
年
に
、水
の
品

質
が
優
れ
た
岡
垣
町
内
浦
に
醸
造
所
を
移
転
。仕
込
み
水
に
は
、

低
温
長
期
醸
造
に
適
し
た
軟
水
で
あ
る
湯
川
山
裾
野
の
浅
井
戸

（
妙
見
乃
井
戸
）を
使
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。こ
の
移
転
を
機

に
社
名
を「
七
曜
酒
造
株
式
会
社
」と
改
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、七
曜
酒
造
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、北
斗
七
星
を
象
っ
た
七

曜
紋
を
使
用
し
て
お
り
、こ
れ
は
岡
垣
町
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
天

体
現
象「
北
斗
の
水
く
み
」と
共
通
し
て
い
ま
す
。

　
七
曜
酒
造
で
は
、酒
造
所
の
背
に
あ
る
湯
川
山
が
か
つ
て
木
綿

間
山（
ゆ
う
ま
や
ま
）と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
ち
な
ん
だ「
ゆ
う

ま
」な
ど
、４
種
の
日
本
酒
を
醸
造
。酒
造
所
で
は
、試
飲
コ
ー
ナ
ー

や
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

これまでも、これからも
　これまでも、岡垣町のおいしい水を生かしたお酒が展開さ

れてきました。
　平成19年から販売している、町の名を冠した本格焼酎「岡垣」。そ
して令和4年からはこの焼酎と町特産の高倉びわを使って造られた、
「岡垣びわ酒」を販売しています。
　水を生かした日本酒・ビール・焼酎が、好みに合わせて気軽に堪能
できるようになりました。
　

岡
垣
町
の

地
下
水
を
使
用
し
た

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

　
株
式
会
社
フ
ク
オ
カ
ク
ラ
フ
ト
は
、令
和
４
年
に
ア
メ
リ
カ
ン

ス
タ
イ
ル
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
醸
造
・
販
売
す
る
会
社
と
し

て
、内
浦
の
国
道
495
号
沿
い
に
醸
造
所
と
タ
ッ
プ
ル
ー
ム（
自
社

製
ビ
ー
ル
を
提
供
す
る
場
所
）を
開
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
地
に
開
設
す
る
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、や
は
り
水
。岡

垣
町
の
地
下
水
を
使
用
し
、年
間
40
種
類
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
岡
垣
工
場
で
は
、ブ
ル
ワ
リ
ー
ツ
ア
ー（
工
場
見
学
）を
す
る

こ
と
も
可
能
で
す（
要
予
約
）。

七曜酒造株式会社　岡垣町大字内浦715

株式会社 フクオカクラフト　岡垣町大字内浦544

株式会社 セイル・オン　岡垣町大字高倉567-1

水
耕
栽
培
に
よ
る

発
芽
野
菜
の

促
成
栽
培
専
門
農
場

　
株
式
会
社
セ
イ
ル
・
オ
ン
は
、全
国
で
も
有
数
の
発

芽
野
菜
の
促
成
栽
培
専
門
農
場
で
す
。昭
和
51
年
に

礫
耕（
れ
き
こ
う
）で
か
い
わ
れ
大
根
の
生
産
を
開
始

し
、現
在
で
は
、か
い
わ
れ
大
根
の
ほ
か
、豆
苗
、ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
ス
プ
ラ
ウ
ト
、そ
ば
の
芽
な
ど
、色
々
な

種
類
の
ス
プ
ラ
ウ
ト
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
水
耕
栽
培
の
決
め
手
は
水
。良
質
の
水
が
ど
れ
だ

け
豊
富
に
有
る
か
で
決
ま
り
ま
す
。岡
垣
町
の
地
下

水
は
、カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
た
っ
ぷ
り
と

含
ん
だ
硬
水
で
、安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
ス
プ
ラ
ウ

ト
野
菜
は
、自
然
豊
か
な
土
地
に
育
ま
れ
た
お
い
し

い
水
か
ら
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
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れ
て
い
ま
す
。
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通
勤・通
学
を
支
え
る
ま
ち
の

　
　
　
交
通
拠
点「
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
」

　
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
は
、岡
垣
町
の
玄
関
口
と

し
て
北
九
州
都
市
圏
や
福
岡
都
市
圏
へ
の
広

域
的
な
移
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。快
速
列
車
と

区
間
快
速
列
車
が
停
車
し
、小
倉
駅
ま
で
約

30
分
、博
多
駅
ま
で
約
40
分
で
ア
ク
セ
ス
可

能
で
す
。こ
の
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
を
交
通
拠
点

と
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
に

よ
り
、町
内
の
主
要
施
設
を
結
ん
で
い
ま
す
。

岡
垣
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
バ
ス「
ふ
れ
あ
い
」

　
岡
垣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
ふ
れ
あ
い
」は
、

Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
を
交
通
拠
点
と
し
、町
内
の

主
な
商
業
施
設
や
公
共
施
設
な
ど
を
結
び
、

町
内
の
円
滑
な
移
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
7
年
3
月
現
在
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
、岡
垣
循
環
線
・
波
津
線
の
2
路
線
に
15

系
統
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
垣
町
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
を
廃
止
し
た
上
畑

地
区
や
戸
切
地
区
な
ど
は
、予
約
型
タ
ク

シ
ー
を
運
行
し
、地
域
の
実
情
に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。事
前
に
登
録
し
て

お
け
ば
、町
内
外
問
わ
ず
、誰
で
も
利
用
が
で

き
ま
す
。

岡
垣
バ
イ
パ
ス
４
車
線
化
全
線
開
通
!!

ま
ち
の
新
た
な
可
能
性
が
開
け
ま
す

　
岡
垣
バ
イ
パ
ス
は
、岡
垣
町
山
田
を
起
点
に

宗
像
市
武
丸
に
至
る
総
延
長
５
・
３
㌔
㍍
の

国
道
バ
イ
パ
ス
で
、福
岡
市
と
北
九
州
市
を
結

ぶ
重
要
な
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
２
月
３
日
に
は
、岡
垣
バ
イ
パ
ス

が
４
車
線
と
し
て
開
通
し
ま
し
た
。こ
の
４
車

線
化
は
、町
の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
、豊
か

な
自
然
と
調
和
し
た
、新
し
い
ま
ち
の
未
来

の
姿
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　目指すのは、将来にわたり、豊かな自然と美しい景観を継承し、利便性と安全性を備え暮らしやすい環境を整
えた、「安全・快適に暮らせる持続可能なまち」。商業地域や行政機関など生活に必要な機能を集約し、岡垣コ
ミュニティバス・乗合タクシーなどの公共交通と連携し、コンパクトなまちづくりを推進しています。

ＪＲ海老津駅国道3号　岡垣バイパス

岡垣コミュニティバス「ふれあい」

コンパクト・
　プラス・ネットワーク
コンパクト・
　プラス・ネットワーク
都心に近く、生活に必要なあらゆる環境がそろっているまち都心に近く、生活に必要なあらゆる環境がそろっているまち
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こ
こ
か
ら
広
が
る
交
流
の
輪
は
無
限

　
海
岸
線
に
広
が
る「
三
里
松
原
」の「
さ
ん
り
」

と
、ふ
れ
あ
い
の「
あ
い
」か
ら
の
造
語
で
あ
る「
サ

ン
リ
ー
ア
イ
」。文
化
・ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
拠
点
と
し

て
、約
100
種
あ
る
文
化
講
座
を
は
じ
め
、各
種
イ
ベ

ン
ト
や
大
会
の
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
約
600
席
を
誇
る
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
や
活
用
性
の

高
い
小
ホ
ー
ル
、一
般
図
書
や
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
・

Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー
を
持
つ
図
書
館
な
ど
、充
実
し
た

設
備
を
誇
り
ま
す
。

　
ま
た
、国
内
・
国
際
レ
ベ
ル
の
公
式
戦
も
行
え
る

設
備
を
誇
る
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
は
、２
階
の
観
覧

席（
654
席
）と
合
わ
せ
て
２
２
５
４
人
収
容
の
多
目

的
ホ
ー
ル
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
と
お

し
て
、出
会
い
、楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
交
流
の
拠

点
と
し
て
、欠
か
せ
な
い
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　岡垣町には、さまざまな体験や活動の拠点となる文化・スポーツ施設「岡垣サンリーアイ」があります。
　ホールや図書館、フィットネスジムやアリーナも備えた施設は、イベント・各種講座など、多くの人の
集いの場となっています。

図　書　館
書籍の貸し出しはもちろん、調べ物ができるテーブルなども備えています。

岡垣歴史ギャラリー
歴史・文化をテーマに学ぶことができる文化財の情報発信の場です。

ハミングホール
岡垣サンリーアイのメインホールです。天井と壁面の音響反射板とエアーボリューム
たっぷりの客席空間によって、良質の音響効果を実現しています。

フィットネスジム
ランニングマシーンやエアロバイク、その他各種トレーニングマシンを設置しており、
各個人に合わせたトレーニングの指導を受けることもできます。

ふれあい広場
屋外にひろがる大きな広場は、「まつり岡垣」の会場となります。
また、子どもが楽しめる遊具も備えています。

ウエーブアリーナ
アリーナ内の広さは41ｍ×38ｍで、バレーボールやバスケットボールは２面、
バドミントンは８面、卓球は18面で競技ができます。

みんなの活動拠点
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安
心
し
て
子
育
て
し
た
い
。

そ
の
答
え
が
、岡
垣
町
に
あ
り
ま
す

  

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て

  

子
育
て
世
帯
を
サ
ポ
ー
ト

　
岡
垣
町
で
は
、妊
娠
・
出
産
期
、乳
児

期
、幼
児
期
、学
童
期
な
ど
、ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
て
切
れ
目
な
く
子
育
て
世

帯
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。い
つ
、ど
の

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
か
一
目

で
分
か
る
よ
う
に「
お
か
が
き
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」と
し
て
ま
と
め
、妊
婦
さ
ん
や
転

入
し
て
き
た
子
育
て
世
帯
の
皆
さ
ん
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
を
応
援
す
る
取
り
組
み

  

経
済
的
負
担
を
軽
減

　
岡
垣
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
取
り
組
み
で
あ

る「
お
か
が
き
１
ｓ
ｔ
バ
ー
ス
デ
ー
ギ
フ

ト
」。子
ど
も
の
１
歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い

す
る
と
と
も
に
、子
育
て
世
帯
を
経
済
的

に
支
援
す
る
た
め
町
内
で
使
え
る
電
子

ク
ー
ポ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

  
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る
施
設

　
岡
垣
町
に
は
、子
育
て
世
代
が
楽
し
め
る

「
こ
ど
も
未
来
館
」や
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
の

「
こ
ど
も
広
場
」・「
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
」な
ど
の

施
設
が
あ
り
ま
す
。

　
中
で
も
、「
こ
ど
も
未
来
館
」は
、児
童
館
と

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、地
域
子
育
て
相

談
機
関
を
担
っ
て
い
て
、町
内
で
暮
ら
す
子
ど

も
や
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。木
の
温
も
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
館
内
に
は
、子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
た

手
作
り
の
お
も
ち
ゃ
や
ゲ
ー
ム
が
揃
っ
て
い
る

ほ
か
、天
体
観
望
室
も
完
備
。親
子
で
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

  

児
童
の
居
場
所
づ
く
り

　
町
内
に
あ
る
10
カ
所
の
学
童
保
育
所
で

は
、全
学
年
の
児
童
を
受
け
入
れ
、小
学
校
入

学
後
も
、仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
や
す
い
環

境
を
整
え
て
い
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

　
　心
豊
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り

  

地
域
の
自
然
や
特
性
を
生
か
し
た

  

体
験
授
業
・
通
学
合
宿

　
町
内
の
小
学
校
で
は
、米
作
り
や
水

中
生
物
・
水
質
調
査
な
ど
、自
然
に
触

れ
合
え
る
体
験
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、小
規
模
校
で
は
、響
灘
に
面
す

る
波
津
海
岸
で
の
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
、岡

垣
町
な
ら
で
は
の
体
験
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
し

た
通
学
合
宿「
夢
の
体
験
塾
」で
は
、調

理
や
掃
除
、農
業
体
験
な
ど
日
常
で
は

体
験
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学

べ
ま
す
。

  

岡
垣
町
英
語
教
育
改
革

  

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

　
岡
垣
町
で
は
、電
子
黒
板
な
ど
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、リ
ス
ニ
ン
グ
学
習

を
重
視
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）や
Ｊ
Ｔ
Ｅ

（
日
本
人
の
英
語
指
導
者
）を
配
置
し
、

子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
や
、言
語
・
文
化
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
ま
す
。ま
た
、小
学
校
と

中
学
校
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
岡
垣
町
出
身
で
、ふ
る
さ
と
大
使
で

も
あ
る
安
河
内
哲
也
さ
ん
に
英
語
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
町
内
の
中
学
校
に

入
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、英
語
教
育
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こども未来館

Slow Life ReportSlow Life Report

通学合宿「夢の体験塾」安河内哲也さんによる英語指導

このまちで暮らして

　お仕事のご都合で、愛知県から岡垣町に移住を決めた山本さん。東は北九州市、西は福津市までの間で移住先を検討さ
れましたが、一番の大きな理由は、子育てするのにすごく住みやすい場所だということでした。
「まちがコンパクトにまとまっているので、買い物にしてもすぐそばで完結するところに魅力を感じています。また、子どもたちに
なにかあったときに病院まですぐに行けるので、とても安心して暮らせます。」
　また、博多まで通勤することがある幸希さんは、
「ＪＲ海老津駅があることで、福岡市まで１本で行けるのは魅力です。また、始発駅になることもあるため、通勤ラッシュの時間
帯でも、座っていくことができるというおまけも付いてきます。」
　また、岡垣町の自然の恵みについて、次のように話してくれました。
「子どもたちがもう少し大きくなったら、海に釣りに行ったり、公園や川に遊びに行ったり、家族みんなで遊ぶ時間を増やした
いです。地元の野菜や果物は、本当においしくて安価で、家計も助かっています。」
　岡垣町の魅力は何といっても豊かな自然。これからも岡垣町を目いっぱい満喫してほしいですね。

わたしたち、おかがきに
移住してきました！

山本 幸希さん
　　 穂浪さん
　　 治幸さん （4歳）
　　 妃珠さん （0歳）

こう   き

  ほ   なみ

はる   き

み  こ  と

インタビューは
こちらから

▶
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安
心
し
て
子
育
て
し
た
い
。

そ
の
答
え
が
、岡
垣
町
に
あ
り
ま
す

  

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て

  

子
育
て
世
帯
を
サ
ポ
ー
ト

　
岡
垣
町
で
は
、妊
娠
・
出
産
期
、乳
児

期
、幼
児
期
、学
童
期
な
ど
、ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
て
切
れ
目
な
く
子
育
て
世

帯
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。い
つ
、ど
の

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
か
一
目

で
分
か
る
よ
う
に「
お
か
が
き
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」と
し
て
ま
と
め
、妊
婦
さ
ん
や
転

入
し
て
き
た
子
育
て
世
帯
の
皆
さ
ん
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
を
応
援
す
る
取
り
組
み

  

経
済
的
負
担
を
軽
減

　
岡
垣
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
取
り
組
み
で
あ

る「
お
か
が
き
１
ｓ
ｔ
バ
ー
ス
デ
ー
ギ
フ

ト
」。子
ど
も
の
１
歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い

す
る
と
と
も
に
、子
育
て
世
帯
を
経
済
的

に
支
援
す
る
た
め
町
内
で
使
え
る
電
子

ク
ー
ポ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

  

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る
施
設

　
岡
垣
町
に
は
、子
育
て
世
代
が
楽
し
め
る

「
こ
ど
も
未
来
館
」や
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
の

「
こ
ど
も
広
場
」・「
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
」な
ど
の

施
設
が
あ
り
ま
す
。

　
中
で
も
、「
こ
ど
も
未
来
館
」は
、児
童
館
と

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、地
域
子
育
て
相

談
機
関
を
担
っ
て
い
て
、町
内
で
暮
ら
す
子
ど

も
や
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。木
の
温
も
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
館
内
に
は
、子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
た

手
作
り
の
お
も
ち
ゃ
や
ゲ
ー
ム
が
揃
っ
て
い
る

ほ
か
、天
体
観
望
室
も
完
備
。親
子
で
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

  

児
童
の
居
場
所
づ
く
り

　
町
内
に
あ
る
10
カ
所
の
学
童
保
育
所
で

は
、全
学
年
の
児
童
を
受
け
入
れ
、小
学
校
入

学
後
も
、仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
や
す
い
環

境
を
整
え
て
い
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

　
　心
豊
か
に
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つ
環
境
づ
く
り
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域
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自
然
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特
性
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た
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験
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。
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岸
で
の
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
、岡
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。
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体
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こ
と
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学

べ
ま
す
。
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垣
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Ｔ
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移住してきました！
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お
か
が
き
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

「
い
こ
い
の
里
」

　
い
こ
い
の
里
は
、町
民
の
福
祉
・
健
康

の
増
進
や
ふ
れ
あ
い
交
流
の
拠
点
で
す
。

　
健
診
や
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
教
室

な
ど
を
行
う「
福
祉
健
康
館
」、気
軽
に

楽
し
め
る
入
浴
施
設
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

あ
る「
ふ
れ
あ
い
館
」、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る

屋
内
多
目
的
施
設「
す
ぱ
ー
く
岡
垣
」な

ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
垣
町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
高
齢
者
の
健
康
増
進
と
生
き
が
い
づ
く

り
の
場
と
な
る
大
会
は
、大
玉
こ
ろ
が
し
や

風
船
リ
レ
ー
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に

だ
れ
も
が
楽
し
め
る
よ
う
に
考
案
さ
れ
た

競
技
と
な
っ
て
い
ま
す
。

岡
垣
町
認
知
症
カ
フ
ェ

（
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
）

　
認
知
症
カ
フ
ェ
で
は
、さ

ま
ざ
ま
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
脳
ト
レ
体
操
、演
奏
会

な
ど
楽
し
い
催
し
の
ほ
か
、

各
カ
フ
ェ
で
年
１
回
、専
門

職
に
よ
る
認
知
症
相
談
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ティ

　
岡
垣
町
に
は
56
の
自
治
区
と
５
つ
の
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。

　
自
治
区
で
は
、見
守
り
活
動
や
防
災
訓

練
、清
掃
活
動
、楽
し
い
お
祭
り
な
ど
の
幅

広
い
活
動
で
、顔
の
見
え
る
関
係
を
築
い
て

い
ま
す
。

　
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
小
学
校
区
単
位
で

活
動
。防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
通
学
路
の
清
掃
な

ど
広
い
範
囲
で
行
っ
た
方
が
よ
り
効
果
的
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
自
治
区
も
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
、み
ん
な

が
住
み
よ
い
地
域
社
会
に
な
る
よ
う
に
、お

互
い
に
手
を
取
り
あ
い
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。

みんなでつながる

お互いさま
の地域づくり

　私たちの暮らしの基盤は「地域」にあり、そこで暮ら
す人と人とのつながりが「地域福祉」を支えています。
　住み慣れた地域で安心して暮らしていくためには、
地域でのつながりが重要であるため、みんなが互いに
支えあいながら自分らしく活躍できる地域をめざし、
地域で支えあう仕組みづくりやつながりづくりに取り
組んでいます。

認知症カフェ

校区コミュニティ（もちつき）

校区コミュニティの活動の一例（どんど焼き）

おかがきカルタに挑戦中！
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ど
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と
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場
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会
は
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が
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や
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な
ど
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軽
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を
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に

だ
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も
が
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よ
う
に
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と
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ま
す
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認
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認
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で
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す
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で
は
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や
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の
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動
で
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の
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る
関
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を
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ま
す
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は
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で
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も
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が
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い
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に
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が
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す
。

みんなでつながる

お互いさま
の地域づくり

　私たちの暮らしの基盤は「地域」にあり、そこで暮ら
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生
産
者
直
売
所

　岡
垣
町
に
は
地
元
産
の
お
い
し
く
て
安
全
・

安
心
な
農
産
物
や
海
産
物
、加
工
品
が
購
入

で
き
る
生
産
者
直
売
所「
や
っ
ぱ
ぁ
〜
岡
垣
」

が
あ
り
、収
穫
し
た
ば
か
り
の
新
鮮
で
お
い
し

い
野
菜
、果
物
を
手
軽
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　ま
た
、平
成
19
年
度
に
町
内
の
農
業
者
が

「
お
か
が
き
の
会
」を
設
立
し
、イ
オ
ン
岡
垣
店

内
で
、安
全
・
安
心
で
、毎
日
そ
の
日
に
採
れ

た
地
元
の
農
産
物
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、「
矢
矧
ふ
れ
あ
い
市
場
」や
国
道

495
号
に
い
ち
ご
の
直
売
所
が
並
ん
で
お
り
、人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
岡
垣
町
は
︑気
候
が
温
暖
で
清
ら
か
で
お
い
し
い
水
と
肥
沃
な
大
地
に
恵
ま
れ
︑従

来
か
ら
農
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
︒県
内
第
１
位
の
生
産
量
を
誇
る
び
わ
の

ほ
か
︑漢
方
巨
峰
・み
か
ん
・い
ち
じ
く
な
ど
多
様
な
フ
ル
ー
ツ
が
町
自
慢
の
特
産
品
と

な
っ
て
い
ま
す
︒

　
ま
た
︑対
馬
暖
流
の
影
響
を
受
け
る
外
海
性
の
響
灘
海
域
は
恵
ま
れ
た
漁
場
で
あ

り
︑ま
た
温
暖
な
気
候
に
も
支
え
ら
れ
︑漁
業
も
発
展
し
て
き
ま
し
た
︒

大
地
と
海
流
の

　や
さ
し
い
恵
み

おかがきフルーツ・海産物カレンダー

早苗果樹園

　びわは、秋に花が咲いて、越冬し、春の果物のなかで最初においしさを
堪能できるフルーツです。とてもデリケートで、傷が付くとすぐに黒くなってし
まうため、出荷・発送は特に注意し、丁寧に行っています。
　高倉びわには「湯川」「茂木」「つぐも」「田中」などがあり、それぞれに甘
さやみずみずしさなどの特徴があります。無農薬にこだわった高倉びわを
是非お召し上がりください。

　早苗 泰博さん　勇一さん

生産者直売所「やっぱぁ～岡垣」生産者直売所「やっぱぁ～岡垣」

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

高倉びわ

いちご いちご

さわらうに

みかん

いちじく

漢方巨峰 高倉びわ

味を追求してきた高倉びわ

海流で育った新鮮な海産物

　品質の高さでも知られる「高倉びわ」は、全国ブランドとして県外にも出荷されていま
す。他にも、糖度が高い「茂木」と大玉で味が良い「湯川」などがあります。

　岡垣町では、「桝井ドーフィン」「蓬莱柿」「とよみつひめ」などの品種が栽培されており、
酸味が少なく、クセのないあっさりした甘さが人気となっています。

　岡垣町の巨峰は、肥料や消毒に漢方薬を使った独特な栽培方法で「漢方巨峰」と呼
ばれています。漢方薬を使うことで、樹木自体が健康で丈夫になり、余計な肥料を使わず
に栽培できることから、実が大きく糖度の高い巨峰になります。

　「あまおう」を中心に栽培されています。町内の肥沃な土と、良質な地下水によって育て
られ、北九州市近郊はもとより関東の市場にまで出荷されています。また、フルーツライドで
のスイーツづくりなどにも使われます。

　丘陵地ではミカン栽培が盛んです。特徴は、果汁たっぷりで甘みと酸味が調和したコク
のある豊かな味わいです。町内のミカン園では、10月～12月ごろにかけてミカン狩りを楽
しめます。

　波津漁港で、水揚量全体の約1/3以上を占めているのがさわらです。
　大型のさわらが一番おいしくなる季節は冬で、焼きや煮付けで白身を楽しむことができ
ますが、刺身やタタキ、炙りなどの食べ方が魚のおいしさを引き立てます。

　波津漁港周辺にある天然の藻場で、ウニ漁が解禁される限られた時期に素潜りで収
穫されるムラサキウニ・バフンウニは、塩のみで加工した「塩生うに」やアルコール漬け加
工した「アルコールウニ」が人気です。また、新たに、福岡県立水産高等学校と遠賀漁業協
同組合波津本所が協力し、ウニの養殖に取り組んでいます。

高倉びわ

漢方巨峰

いちご

みかん

いちじく

さわら

うに

　波津漁港の沖合約４kmに「波津白瀬」という天然の良好な漁
場があります。昔は、魚が群れると海の色が変わり、カモメが舞うこ
とから「竜宮城」と呼ばれていました。
　株式会社マル五は、波津漁港で水揚げされた海産物を、漁港
内の加工場で加工しています。
　漁港で水揚げされた新鮮なエソに、イカや地物の野菜を練りこ
んだ「はつ天」は、令和６年度ふくおか６次化商品セレクションで
特別賞を受賞しました。

株式会社 マル五　辻 壽也さん
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漢方巨峰
狩り

子どもたちと一緒に体験してみよう！子どもたちと一緒に体験してみよう！

体験してみよう
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手作り
ソーセージ

体験してみよう
清
ら
か
な
水
と
漢
方
薬
で
育
つ

　
比
較
的
晴
れ
の
日
が
多
く
、降
水
量

が
少
な
い
岡
垣
町
で
は
、古
く
か
ら
ぶ
ど

う
栽
培
が
盛
ん
で
す
。特
に
、漢
方
薬
に

使
わ
れ
る
生
薬
を
原
料
に
発
酵
・
熟
成

さ
せ
た
農
薬
や
肥
料
を
使
い
栽
培
し
た

「
漢
方
巨
峰
」は
、甘
さ
と
コ
ク
が
人
気

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
観
光
農
園
で
は
、毎
年
８

月
下
旬
か
ら
漢
方
巨
峰
狩
り
が
始
ま

り
、家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ
で
賑
わ
い

ま
す
。

　おふたりのご結婚のタイミングで一度は岡垣を離れた山口さ
んご夫妻でしたが、翔空さんが生まれるタイミングでＵターン。そ
れから15年ほど岡垣で生活されています。
　かおりさんは、自身のご両親やごきょうだいも岡垣で暮らして
いるそうで、「その住みやすさをいろいろな方々にお伝えしたい！」
といいます。
　「これまで岡垣では、いろんなフルーツを堪能してきました
が、漢方巨峰狩りの体験は初めてでした。採れたてのぶどうは
とても甘くて、これまで食
べたことのないくらい濃
厚な味わいでとてもおい
しかったです。子どもたち
も貴重な体験をとても喜
んでいました。」
と大満足の様子でした。

　家族は、共同での体験が多ければ多いほど絆は深まります。岡垣町には、様々な体験を得ることができる場が用意されて
います。その中でも新鮮な食材を生かしたフルーツ狩りやソーセージ作り体験が人気です。
　家族は、共同での体験が多ければ多いほど絆は深まります。岡垣町には、様々な体験を得ることができる場が用意されて
います。その中でも新鮮な食材を生かしたフルーツ狩りやソーセージ作り体験が人気です。

　博志さんは高校生のときに２年ほど岡垣に住んでいましたが、
進学で町を離れました。ご結婚後に「自然に囲まれた豊かな暮ら
しを子どもたちにも経験させたい」という思いから、岡垣へ戻ら
れました。
　今回は天然由来の素材を使ったソーセージ作りにチャレンジ。
真子さんは、「詰める工程から成型まで体験しましたが、空気が
入らないようにするのは、難しかったです。
　スタッフの方も明るく元気で優しく、楽しく体験することができま
した。自分で詰めたソーセージはその場で食べることもできるこ

の体験はおススメです。ピ
ザやお菓子を作ることもで
きるので、次回はそちらに参
加してみようと思います。」
と話してくれました。

手
作
り
の
お
い
し
さ
を
学
ぶ

　
社
会
学
習
の
貴
重
な
体
験
と
な
る

「
手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
教
室
」が
町

内
の「
食
育
体
験
フ
ァ
ー
ム
　
ほ
っ
こ
り

農
園
」で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
産
ブ
ラ
ン
ド
豚「
茶
美
豚
」

を
使
い
、ド
イ
ツ
食
肉
加
工
コ
ン
テ
ス
ト

で
金
賞
を
受
賞
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ

ピ
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
、ス
パ
イ
ス
が
き
い

て
い
て
、安
心
・
安
全
な
手
作
り
ソ
ー

セ
ー
ジ
で
す
。

　
３
歳
児
か
ら
参
加
で
き
、夏
休
み
の
い

い
思
い
出
に
、子
ど
も
連
れ
の
家
族
に
は

ぴ
っ
た
り
の
体
験
で
す
。

じゅん

と　  あ

さく    た

インタビューは
こちらから

▶

インタビューは
こちらから

▶

山口 純さん　　               かおりさん
翔空さん （中学３年生）
咲汰さん （小学４年生）

  り　  お

あお   ば
莉桜さん （小学５年生）
碧羽さん （小学1年生）

古賀 博志さん　　           真子さん
優月さん （小学５年生） 湊太さん （小学3年生）

ひろ　し

  ゆ   づき

 ま     こ

そう   た
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イ
ス
が
き
い

て
い
て
、安
心
・
安
全
な
手
作
り
ソ
ー

セ
ー
ジ
で
す
。

　
３
歳
児
か
ら
参
加
で
き
、夏
休
み
の
い

い
思
い
出
に
、子
ど
も
連
れ
の
家
族
に
は

ぴ
っ
た
り
の
体
験
で
す
。

じゅん

と　  あ

さく    た

インタビューは
こちらから

▶

インタビューは
こちらから

▶

山口 純さん　　               かおりさん
翔空さん （中学３年生）
咲汰さん （小学４年生）

  り　  お

あお   ば
莉桜さん （小学５年生）
碧羽さん （小学1年生）

古賀 博志さん　　           真子さん
優月さん （小学５年生） 湊太さん （小学3年生）

ひろ　し

  ゆ   づき

 ま     こ

そう   た
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リ
ン
リ
ン
ク
ラ
ブ
岡
垣

　
リ
ン
リ
ン
ク
ラ
ブ
岡
垣
は
、サ
イ

ク
リ
ス
ト
の
休
憩
施
設
と
し
て
令
和

４
年
５
月
に
観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
北

斗
七
星
の
隣
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、J
R
九
州
ク
ル
ー

ズ
ト
レ
イ
ン「
な
な
つ
星
in
九
州
」な

ど
を
手
掛
け
た
水
戸
岡
鋭
治
氏
が

総
合
デ
ザ
イ
ン
を
務
め
ま
し
た
。

　
1
9
6
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の

海
の
家
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
木
造
建

築
で
、高
い
天
井
が
広
々
と
し
た
開

放
感
あ
る
室
内
空
間
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。

　
施
設
内
に
は
、自
転
車
ス
タ
ン
ド

や
足
洗
い
場
を
完
備
。季
節
に
よ
っ

て
は
星
空
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ

　雄大な海が望める岡垣町の海岸線には遠賀宗像自転車道（約32.5㎞）が整備
されています。
　この遠賀宗像自転車道は響灘と三里松原を眺めながら走ることができ、「福岡
県が世界に誇るサイクリングロード」としてサイクリストから高い評価を得ています。
　また、観光ステーション北斗七星では、スポーツバイクや電動アシスト自転車、タ
ンデム（２人乗り自転車）などのレンタサイクルを行っており、手軽にサイクリングを
楽しむことができます。
　響灘の空と海と風を感じながら、ゆったりとした時間を過ごしてみませんか？

　雄大な海が望める岡垣町の海岸線には遠賀宗像自転車道（約32.5㎞）が整備
されています。
　この遠賀宗像自転車道は響灘と三里松原を眺めながら走ることができ、「福岡
県が世界に誇るサイクリングロード」としてサイクリストから高い評価を得ています。
　また、観光ステーション北斗七星では、スポーツバイクや電動アシスト自転車、タ
ンデム（２人乗り自転車）などのレンタサイクルを行っており、手軽にサイクリングを
楽しむことができます。
　響灘の空と海と風を感じながら、ゆったりとした時間を過ごしてみませんか？

ン
ト
も
行
わ
れ
る
な
ど
、サ
イ
ク
リ

ス
ト
の
み
な
ら
ず
多
く
の
観
光
客
に

愛
さ
れ
て
い
る
休
憩
施
設
で
す
。

ツ
ー
ル・ド・
九
州
２
０
２
４

　
九
州
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
る

U
C
I（
国
際
自
転
車
競
技
連
合
）

公
認
の
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で

す
。岡
垣
町
が
コ
ー
ス
と
し
て
選
ば

れ
た
第
２
回
大
会「
マ
イ
ナ
ビ 
ツ
ー

ル
・
ド
・
九
州
２
０
２
４
福
岡
ス

テ
ー
ジ
」で
は
、世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
選
手
た
ち
が
白
熱
の
レ
ー
ス
を
展

開
。沿
道
に
は
た
く
さ
ん
の
声
援
が

響
き
渡
り
、観
戦
エ
リ
ア
も
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

Enjoy Cycling  Along The Seaside  

　ながく続く自転車専用道路があるの
で、とても安全に楽しむことができまし
た。潮風をおもいっきり感じながらゆっく
りと走るサイクリングは、日常を忘れさせ
てくれました。
　途中でスマートフォンで撮影しなが
ら、インスタ映えする景色も堪能！こんな
場所が身近にあるなんて、贅沢すぎると
思います。

　佐川 郁美さん
　　　 葉奈さん（小学６年生）
　　　 陽太さん（小学３年生）
　　　 大知さん（小学１年生）

いく   み

  は　 な

ひな   た

だい   ち

OKAGAKI ★ OKAGAKI ★
 OKAG

AK
I ★

 O
K
AG

AKI ★
 OKAGAKI ★ OKAGAKI ★ OK

AG
AK

I ★
 O

KA
G
AK

I 
★
 O

K
AG

AK
I 
★
 O
KA

GA
KI 

★

体験してみよう

海辺の
サイク
　リング

～海沿いのサイクリン
グを楽しもう！～
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海
が
あ
る
町
の
特
典
！

　
県
内
屈
指
の
透
明
度
を
誇
る
波

津
海
岸
。冬
は
波
の
高
い
日
が
多
い

こ
と
か
ら
、各
地
か
ら
サ
ー
フ
ァ
ー

が
集
ま
る
サ
ー
フ
ィ
ン
の
名
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、夏
は
比
較
的
波
が
穏
や
か

で
、サ
ー
フ
ィ
ン
・
Ｓ
Ｕ
Ｐ（
ス
タ
ン

ド
・
ア
ッ
プ
・
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）デ

ビ
ュ
ー
に
は
最
適
で
す
。

授
業
と
し
て

サ
ー
フ
ィ
ン
体
験

　
そ
ん
な
波
の
穏
や
か
な
夏
場
に
、

一
部
の
小
学
校
で
は
授
業
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て「
サ
ー
フ
ィ
ン
体
験
教

室
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
準
備
体
操
の
後
、砂
浜
で
ボ
ー
ド

の
扱
い
や
波
乗
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
レ

ク
チ
ャ
ー
。海
に
入
る
と
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
支
え
な
が
ら
も
波
の
上
に

リ
リ
ー
ス
。初
め
て
の
サ
ー
フ
ィ
ン
な

の
に
す
ぐ
に
波
に
乗
れ
る
子
ど
も

た
ち
も
多
く
、そ
の
魅
力
を
堪
能
し

た
こ
と
に
よ
り
、心
に
残
る
授
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

風
を
感
じ
る

波
と
遊
ぶ

極
上
の
海
時
間

風
を
感
じ
る

波
と
遊
ぶ

極
上
の
海
時
間

まずは海と自然についてのお話みんなで準備運動砂浜でレクチャー最初のトライでみごとライド・オン！

OKAGAKI ★ OKAGAKI ★
 OKAG

AK
I ★

 O
K
AG

AKI ★
 OKAGAKI ★ OKAGAKI ★ OK

AG
AK

I ★
 O

KA
G
AK

I 
★
 O

K
AG

AK
I 
★
 O
KA

GA
KI 

★

体験してみよう

サーフィン
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す
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海
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OKAGAKI ★ OKAGAKI ★
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AK
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AK
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サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
フ
ル
ー
ツ
狩
り
を
組
み
合
わ
せ
た「
フ
ル
ー
ツ

ラ
イ
ド
」は
、岡
垣
町
の
豊
か
な
自
然
と
甘
く
て
瑞
々
し
い
フ
ル
ー

ツ
を
一
度
に
楽
し
め
る
体
験
ツ
ア
ー
で
す
。

　
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
北
斗
七
星
を
出
発
し
、

約
３
〜
４
時
間
か
け
て
、季
節
ご
と
の
フ
ル
ー
ツ
狩
り
と
ス
イ
ー

ツ
作
り
を
体
験
し
ま
す
。

　
岡
垣
な
ら
で
は
の
美
し
い
景
色
と
旬
の
フ
ル
ー
ツ
を
自
転
車
で

の
ん
び
り
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

体験してみよう

OKAGAKI ★ OKAGAKI ★
 OKAG

AK
I ★

 O
K
AG

AKI ★
 OKAGAKI ★ OKAGAKI ★ OK

AG
AK

I ★
 O

KA
G
AK

I 
★
 O

K
AG

AK
I 
★
 O
KA

GA
KI 

★

フルーツ
ライド

OKAGAKI ★ OKAGAKI ★
 OKAG

AK
I ★

 O
K
AG

AKI ★
 OKAGAKI ★ OKAGAKI ★ OK

AG
AK

I ★
 O

KA
G
AK

I 
★
 O

K
AG

AK
I 
★
 O
KA

GA
KI 

★

岡
垣
の
自
然
と
フ
ル
ー
ツ
を
満
喫
！

　
岡
垣
町
の
成
田
山
の
麓
に

は
、３
つ
の
醸
造
所（
酒
蔵
所
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
、ブ
ル
ワ
リ
ー
）が

あ
り
ま
す
。岡
垣
町
観
光
協
会

で
は
、こ
れ
ら
の
醸
造
所
を
巡
り

な
が
ら
、お
酒
に
合
う
料
理
を

堪
能
で
き
る「O

K
A
G
A
K
I 

BREW
ERY BU

S TO
U
R

（
岡

垣
ブ
ル
ワ
リ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー
）」を

実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
ツ
ア
ー

で
は
、お
酒
の
飲
み
比
べ
や
、普

段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
醸
造

所
の
内
部
見
学
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

３
つ
の

醸
造
所
を
巡
る

バ
ス
ツ
ア
ー

12:00　完成～！

9:00 自転車で出発！

10:00 フルーツ狩り

11:20 スイ
ーツ作り

岡垣町の自然豊かな景観を楽
しみながら、いろんな場所を巡り
ました。スイーツ作り体験では、
いちごサンドに初挑戦！初心者
でもおいしいスイーツを作ること
ができました。

　フルーツライドは、四季折々の自然とフルーツを楽しむことができ、若い方からファミリー層まで満足い
ただけるツアーです。
　また、岡垣町観光協会では、岡垣町の地下水を使用している醸造所を巡る「OKAGAKI BREWERY 
BUS TOUR」も用意しています。ぜひ岡垣町の水で造られたお酒をご堪能ください。

沖本 有希さん
安藤 真澄さん

体験してみよう

BREWERY
BUS TOUR

岡垣町観光協会
尾前　実香さん
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ま
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と
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自
転
車
で

の
ん
び
り
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

体験してみよう
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岡
垣
の
自
然
と
フ
ル
ー
ツ
を
満
喫
！

　
岡
垣
町
の
成
田
山
の
麓
に

は
、３
つ
の
醸
造
所（
酒
蔵
所
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
、ブ
ル
ワ
リ
ー
）が

あ
り
ま
す
。岡
垣
町
観
光
協
会

で
は
、こ
れ
ら
の
醸
造
所
を
巡
り

な
が
ら
、お
酒
に
合
う
料
理
を

堪
能
で
き
る「O

K
A
G
A
K
I 

BREW
ERY BU

S TO
U
R

（
岡

垣
ブ
ル
ワ
リ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー
）」を

実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
ツ
ア
ー

で
は
、お
酒
の
飲
み
比
べ
や
、普

段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
醸
造

所
の
内
部
見
学
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

３
つ
の

醸
造
所
を
巡
る

バ
ス
ツ
ア
ー

12:00　完成～！

9:00 自転車で出発！

10:00 フルーツ狩り

11:20 スイ
ーツ作り

岡垣町の自然豊かな景観を楽
しみながら、いろんな場所を巡り
ました。スイーツ作り体験では、
いちごサンドに初挑戦！初心者
でもおいしいスイーツを作ること
ができました。

　フルーツライドは、四季折々の自然とフルーツを楽しむことができ、若い方からファミリー層まで満足い
ただけるツアーです。
　また、岡垣町観光協会では、岡垣町の地下水を使用している醸造所を巡る「OKAGAKI BREWERY 
BUS TOUR」も用意しています。ぜひ岡垣町の水で造られたお酒をご堪能ください。

沖本 有希さん
安藤 真澄さん

体験してみよう

BREWERY
BUS TOUR

岡垣町観光協会
尾前　実香さん
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地
域
に
伝
わ
る
ま
つ
り
と
新
た
な
ま
つ
り

　
岡
垣
町
に
は
髙
倉
神
社
秋
季
大
祭
な
ど
古
く
か
ら
伝

わ
る
ま
つ
り
と
地
域
や
自
然
を
舞
台
に
し
た
新
た
な
ま

つ
り
も
開
催
さ
れ
、ふ
る
さ
と
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
行

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

髙
倉
神
社
秋
季
大
祭

　
旧
遠
賀
郡
21
か
村
の
総
社
と
し
て
古
く
か
ら
信
仰
を

集
め
る
髙
倉
神
社
の
縁
起
は
、神
功
皇
后
伝
説
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
祭
神
は
、大
倉
主
命
と
菟
夫
羅
媛
命
で
、豊
饒
を
感
謝

し
、氏
神
様
を
祝
福
す
る
秋
季
大
祭
は
、毎
年
10
月
上
旬

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。昔
か
ら
地
域
の
人
た
ち
に
は「
髙
倉

神
社
の
お
く
ん
ち
」と
い
う
名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
奉
納
行
事
の
他
に
も
、奉
納
相
撲
・
剣
道
・
弓
道
大
会

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
つ
り
岡
垣

　
町
内
外
か
ら
約
２
万
人
が
訪
れ
る
町
最
大
規
模
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
す
。毎
年
10
月
の
第
３
日
曜
日
、岡
垣
サ
ン

リ
ー
ア
イ
の
ふ
れ
あ
い
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
催
さ
れ

て
い
る
、30
年
以
上
歴
史
の
あ
る
ま
つ
り
で
す
。

自
然
を
生
か
し
た
イ
ベン
ト

　
海
・
山
・
川
が
揃
っ
て
い
る
岡
垣
町
で
は
、自
然
を
生
か

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
初
夏
は
、矢
矧
川
沿
い
で
の「
ほ
た
る
の
夕
べ
」や
髙
倉

神
社
周
辺
で
の「
ホ
タ
ル
祭
り
」。夏
休
み
は
、毎
年
多
く

の
海
水
浴
客
で
賑
わ
う
波
津
海
水
浴
場
で
、「
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
タ
」が
開
催
さ
れ
、地
引
網
体
験
な
ど
を
楽
し
め
ま
す
。

高倉宮の綾杉
　社伝によると、神功皇后が
自らお手植えされたといわれ
ており、その際苗木を逆さまに
植えられたので｢逆杉｣とも呼
ばれ神木としてあがめられて
います。永禄2年(1559)に大
友宗麟の兵火に遭いました
が、焼け残った部分から再び
芽を出し現在のような大木に
なったと考えられています。樹
高17m､胸高周囲5.7m。

　邪鬼を含む高さは227.5cmのこの像
は、室町時代の延徳3年(1491)に須藤
駿河守行重の命により､筑前芦屋の鋳
物師､大工大江貞盛により造られました｡
　像は両足で大きな邪鬼を踏みつける
ように立ち､左手に多宝塔をかかげ､右
手に三叉（戟）を持っています。芦屋釜で
有名な、芦屋鋳造関係の貴重な資料と
なっています。昭和33年10月29日に有
形文化財（美術工芸品）として県指定と
なりました。

高倉の樟
　髙倉神社境内にある5本の樟のうち、4本が県の天然記
念物に指定されています。いずれも樹齢300年以上の老大
樹ですが､樹勢は旺盛で境内は樟の森といった趣です。

祭
祭りに集う文化財と生きる

財 県指定天然記念物

町指定文化財

県指定有形文化財

　高さ62.4cmのこの像は､体内銘文
から室町時代の嘉吉元年(1441)に京
都の三条いのくま仏所の仏師である祐
尊により造られたことがわかります。
　像は、3つの顔と6本の手からなり、髻
（もとどり）の上に馬頭を置き､目は非常
に鋭く､正面は三眼で､瞳の縁が赤で隈
取られています｡以前は50年に1度の
御開帳でしたが、現在は年に1度2月18
日に公開されています。

　縦97.5cm、横48.5cm
の掛幅装で、白い頭巾を
かぶり、栗色の十徳を着
た黒田如水の隠棲の姿
が描かれています。
　なお、この絵は井上周
防が主君黒田如水を追
慕し同寺に寄進したもの
です。

　縦94.5cm､横36.3cm
の掛幅装で、白い頭巾を
かぶり、黒い十徳を着た
井上周防の晩年の姿が
描かれています。筑前入
国後に周防と号し、曹洞
宗の禅寺「龍昌寺」を再
興しました。本堂の裏には
井上周防之房の墓所が
あります。

木
造
馬
頭
観
音
坐
像

（
海
蔵
寺
）

紙
本
著
色
黒
田
如
水
像

（
龍
昌
禅
寺
）

紙
本
著
色
井
上
周
防
像

（
龍
昌
禅
寺
）

銅
製
毘
沙
門
天
立
像

（
髙
倉
神
社
）

九州鉄道・海老津赤レンガアーチ

サマーフェスタ

まつり岡垣

髙倉神社秋季大会

木
造
薬
師
如
来
坐
像

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

木
造
胎
蔵
界
大
日
如
来
坐
像

木
造
二
天
王
立
像

木
造
十
二
神
将
立
像

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

彫
　
刻

区

　分

名

　称

所
在
・
保
管

絵
　
画

史
　
跡

天
　
然

記
念
物

無
　
形

文
化
財

工
　
芸

古
文
書

考
古
資
料

手
野
・
薬
師
堂

安
楽
院

隆
守
院

手
野
・
薬
師
堂

東
黒
山
・
阿
弥
陀
堂

絹
本
著
色
涅
槃
図

紙
本
著
色
釈
迦
八
相
涅
槃
図

紙
本
著
色
大
暁
禅
師
像
図

安
楽
院

龍
昌
禅
寺

海
蔵
寺

井
上
周
防
の
墓

岡
城
趾

塩
屋
古
墳

九
州
鉄
道
・
海
老
津

　
　
　
　
　
赤
レ
ン
ガ
ア
ー
チ

龍
昌
禅
寺

隆
守
院

原海
老
津

真
福
寺
の
蘇
鉄

大
原
神
社
の
銀
杏

シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ

　（
ツ
ツ
ジ
科
の
常
緑
小
高
木
）

真
福
寺

大
原
神
社

遠
賀
中
間
医
師
会

お
か
が
き
病
院
隣
接
地

鰐
口

安
楽
院

竹
井
文
書

岡
垣
町
教
育
委
員
会

鬼
面
文
鬼
瓦
片

岡
垣
町
教
育
委
員
会

東
黒
山
の
祇
園
山
笠

吉
木
思
案
橋
踊
り

東
黒
山
区

吉
木
芸
能
保
存
会

お
お
く
ら
ぬ
し
の
み
こ
と

つ
ぶ
ら
ひ
め
の
み
こ
と
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岡
垣
町
で
は
、「
自
然
と
共
生
す
る

し
あ
わ
せ
実
感
都
市

　岡
垣
」の

実
現
を
目
指
し
、住
民
一
人
ひ
と
り
が

し
あ
わ
せ
を
実
感
で
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垣
町
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民
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議
員
で

構
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れ
て
い
ま
す
。

予
算
・
決
算
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条
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な
ど
の
議
案
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審
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、
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の
意
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を
最
終
的
に
決
定
す
る
機
関
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

行
政

議
会

町の花　ツツジFacebookホームページ
ツツジ科ツツジ属。春から初夏にかけて
赤、紫、白などの花が咲きます。公園や家
庭の庭木、盆栽としても広く栽培されて
います。

町の木　クスノキ
クスノキ科クスノキ属の常緑高木。暖か
い地に自生するが、古くから神社などに
植えられています。高倉宮にある5本の
樟はいずれも天然記念物に指定されて
おり、とてもすばらしいものです。

町の鳥　カワセミ
ブッポウソウ目カワセミ科。体長約
17cm。美しい川辺に住み水中の小魚を
とって食べます。環境評価の指標生物で、
町内の川沿いでその姿を見ることができ
ます。実際に見てみると、きれいでとても
かわいい鳥です。

町民憲章
孔大寺（こだいし）の 山脈 （やまなみ） とそのすそ野にひろがる緑
の大地、白砂青松の三里松原、白波くだける響灘、この自然豊か
なふる里を愛する私たちは、誇りをもって住みよい町をつくるた
め、次のことを定めます。

一、歴史に学び、自然を愛し、活力のある町をつくります。
一、たがいに助け合い手を結び、ふれあいのある町をつくります。
一、教養と文化を高め、うるおいのある町をつくります。
一、誇りと責任をもって仕事に励み、豊かな町をつくります。
一、明るく健全な家庭をきずき、すこやかな町をつくります。

イメージマーク

ブランドロゴ
町の自慢である「地下水」をイメージ
する「しずく」の中に、地下水を育む周
囲の山々と北斗の水くみ、町で人気
のアクティビティであるサイクリング
をデザインしました。

岡垣町の頭文字「オ」をデフォルメし、
羽ばたく鳥に見立て未来への希望と
遠大なる理想をシンボライズし、洋々
たる岡垣町の前途を近代的そう快に
印象づけたものです。

町民が誇りに思う三里松原
の「緑」、響灘の「青」、そして
中心の「赤」は人々の温かい
交流を意味しています。豊か
な自然に抱かれながら住む
人々の交流が波紋（こだま）のように伝わっていく様を象徴し、「かけがえのな
いふるさと」に発展するイメージをあらわしています。海がめもかえるいつまで
もきれいで美しい自然のある町でありますように。

町　　　章

InstagramLINE

岡垣のおいしい水 ブランドブック
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らしがまるごと 自然

と一緒
都会のすぐ そば 暮

らしがまるごと 自然
と一緒

ゆったり いいとこゆったり いいとこ
おかがきＭＡＰおかがきＭＡＰ

快速列車が停車！
始発駅になることも

あるので、
座って通勤・通学が
できることも！

快速列車が停車！
始発駅になることも

あるので、
座って通勤・通学が
できることも！

おいしい「おかがきの水」は
こうして生まれる！

おいしい「おかがきの水」は
こうして生まれる！

海のすぐそば！
新鮮な魚介類！
海のすぐそば！
新鮮な魚介類！

うみがめが
見られるかも
うみがめが
見られるかも

電車を降りて約1分！
ホタルに会いに行こう！
電車を降りて約1分！
ホタルに会いに行こう！

JR海老津駅JR海老津駅

街の幸福度＆
住み続けたい街
ランキングでも
　高評価↗
（民間調査）

街の幸福度＆
住み続けたい街
ランキングでも
　高評価↗
（民間調査）

岡垣サンリーアイ岡垣サンリーアイ
バドミントンが盛ん！

オリンピック選手も輩出
バドミントンが盛ん！

オリンピック選手も輩出

その名のとおり、
三里（12km）に広がる松原！

その名のとおり、
三里（12km）に広がる松原！

知る人ぞ知る
自転車の聖地
知る人ぞ知る
自転車の聖地

旅館に泊まって
グランピングを
楽しめる！

旅館に泊まって
グランピングを
楽しめる！

知る人ぞ知る
サーフィンのメッカ
知る人ぞ知る

サーフィンのメッカ

髙倉神社髙倉神社

高倉びわ高倉びわ

くぐると縁に恵まれる!?御縁玉
運が良ければ

アオバズクに会える！　

くぐると縁に恵まれる!?御縁玉
運が良ければ

アオバズクに会える！　

フルーツライドで
町を満喫！ 

フルーツライドで
町を満喫！ 

観光ステーション
北斗七星

観光ステーション
北斗七星

春には桜のトンネルが
お出迎え

春には桜のトンネルが
お出迎え

レンタサイクルで
手軽に観光に出発！
レンタサイクルで
手軽に観光に出発！

福岡県下第1位の
生産量！

福岡県下第1位の
生産量！

全戸に設置
「でんたつくん」。
まちの情報がすぐ届く

全戸に設置
「でんたつくん」。
まちの情報がすぐ届く

世界で数カ所しか見られない
天体現象「北斗の水くみ」

世界で数カ所しか見られない
天体現象「北斗の水くみ」

三里松原三里松原

車の場合
北九州市
小倉駅から

約40分
JR小倉駅から
鹿児島本線（下り）

約30分

岡垣町鉄道（快速）の場合

福岡市からJRで約40分
北九州市からJRで約30分
交通アクセスも快適な岡垣町

岡垣町

至太宰府IC

福岡空港

ここが
おかがきまち

あかま
とうごう えびつ

おりお

はかた

ふくま

黒崎IC

八幡IC
鞍手IC

若宮IC古賀IC

福岡IC

北緯 33°51
東経 130°36

福岡市天神から

約60分

JR博多駅から
鹿児島本線（上り）

約40分

アクセス

波津漁港

波津海水浴場
遠賀宗像自転車道

岡垣自転車道

アカウミガメの産卵地

響　灘

芦屋町

三 里 松 原

遠賀町

宗像市

真福寺

大原神社

塩屋古墳

薬師堂

北斗七星（貸自転車）
観光ステーション

リンリンクラブ岡垣

フルーツ街道
安楽院成田山不動寺

海蔵寺

湯川山さくら道
湯川山

金山

城山 戸田山

金毘羅山

岡城趾

矢矧ふれあい市場

矢
矧
川

汐
入
川

岡垣町役場
岡垣サンリーアイいこいの里龍昌禅寺

こども未来館
JR鹿

児島
本線

JR海老
津駅

宗像市

やっぱぁ～岡垣
（物産販売所）

赤レンガアーチ
白峯神社

戸
切
川

隆守院

おかがき病院

国道3号岡垣バイパス
国道
県道
町道
自転車道
学校
寺
神社
桜の名所
ホタルの名所
ミカン狩り・直売
漢方巨峰狩り・直売
カワセミ生息地

凡例一覧
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